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震災ボランティアに関する研究
－被災者のニーズとボランティア活動について－

Astudyofearthquakevolunteers
－Theneedsofvictims,andtheirvolunteeractivites－

末 次 真 結※

要旨：これまで、大震災が起こった地域でのボランティア活動において、

そのボランティア活動の被災地での状況について多く語られ、研究されて

きた。本研究においては、被災地で行われてきたボランティア活動を通し

て、被災者はどのような活動を求めているのかについて論考したい。

キーワード：災害ボランティア、被災者、支援活動

１．本研究の目的と背景

１．１ ボランティア活動の経緯

筆者は、高校生の頃にボランティアに関心を持ち、大学入学後ボランティ

アサークルを立ち上げた。サークルでは、地域清掃活動やマラソンボラン

ティア、科学遊び学びの広場プロジェクトなどの活動を行っている。活動

の中では、サークルメンバーとともに子どもを対象としたボランティア企

画を考え、その企画を実行する経験をすることができた。そのボランティ

ア活動の経験から感じたのは、ボランティアをする楽しさと、相手のニー

ズに応える難しさであった。自分のしたいことができている喜びと同時に、

自分だけが満足しているボランティアになっていないかという思いが芽生

末 次 真 結

※奈良学園大学人間教育学部４年生（執筆時）



えた。そんな中、熊本県の小学校で安全ボランティアをする機会があった。

そこで、被災地の方からボランティア団体の話を聞き、被災者のニーズに

あった活動をすることの必要性を感じた。そして、どのような活動がニー

ズにあっているのかを明確にしたいと、この研究を始めた。

１．２．被災地おけるボランティア活動の関心

阪神淡路大震災が発生した1995年は、その災害の甚大さから人々が助け

合う意識が強まった様子がある。ボランティア活動も盛んに行われ、この

年はボランティア元年とも呼称される。その後、新潟中越地震や東日本大

震災、熊本地震等で災害ボランティアが活発に行われ、現在では、震災ボ

ランティアという存在も社会的に認識されるようになった。そのようなボ

ランティア活動を経て、活動内容も単発的な活動から組織的な活動に変容

してきている。その一方で、ボランティア活動の全てが被災地、あるいは

被災者にとって有益であるかという危惧も指摘されている。次に起こりう

る東海地震や今後の震災の際、被災者が必要としているボランティア、あ

るいは被災地に活かすことができるボランティア活動とはどのような活動

なのかを再考する必要があると考える。

厚生労働省は、ボランティアの位置づけとして、「ボランティアについ

て明確な定義を行うのは難しいが、一般的には『自発的な意志に基づき他

人や社会に貢献する行為』を指してボランティア活動と呼ばれており、活

動の性格として『自主性（主体性）』『社会性（連携性）』『無償性（無給

性）』等があげられる」と定義している１）。

阪神淡路大震災では１年間で全国から137万人を超えるボランティアが駆

けつけた。そして、2011年３月11日に発生した東日本大震災では、地震で

発生した津波や余震で被害が広がった。その際も、募金活動や多くのボラ

ンティアが被災地に足を運び、支援活動などが行われた。建物の倒壊やラ

イフラインの寸断など、被災地においては日常の生活を送ることが困難な

状況となった。
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そのため、物資だけではなく精神的なケアの必要性も指摘された。この

ような、被災者の生活を支える災害ボランティアとは、「被災地のために

何か役に立ちたいという思いを持って駆け付けた人々による復興支援活動

のことである」と定義されている（豊田ら、2014）２）。避難所での炊き出し

は、野菜の欠乏や炭水化物の一辺倒の状況がもたらす生命の危機を補う効

果があるとされている。３）また、食糧が不足している被災者にとっては、

大変必要とされる活動である。だが、熊本地震で避難所となった総合運動

公園で、避難所の運営をした団体スタッフは、炊き出しに必要な道具が十

分に用意せずに炊き出しにくるボランティア団体があるという（１）。この

ようなエピソードから、ボランティア活動の全てが被災者や被災地の人々

の必要性に応じている訳でもなさそうだ。また、熊本地震以外にも震災時

のボランティアに関して被災者が困った出来事があった。東日本大震災に

おける迷惑ボランティアの例では、炊き出しボランティアが、避難所の蓄

えの食材を無許可に使用して料理を作り、避難所の人々やスタッフを大い

に困らせたという報告もある４）。

これらの報告から、果たしてこれまでの震災ボランティアの活動は、被

災地における被災者のニーズにどれだけ対応しているのか。被災者のため

のボランティアではなく、支援者のためのボランティア活動になっていな

いか。本研究では、被災者のニーズに合うのはどのような活動なのかを明

らかにしたい。具体的に被災者が求めるボランティア活動を明確にするこ

とによって、今後の災害時のボランティアの在り方についての提唱となる

研究としたい。

２．方法
阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震の３つの震災を調査対象とす
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る。震災の規模や状況に応じて、被災者はどのような支援を必要としたの

かを調べ、そのニーズに応じた活動をするためにはどのような方法があり、

課題があったのかを明確にしていく。今後の研究においては、実態に被災

地に出向き、被災者にアンケート調査や聞き取り調査を行い研究を進めて

いきたいが、本研究では、ホームページや書籍、資料等を用いてその実態

の調査を行う。

３．災害時のボランティアの事例
３．１．阪神淡路大震災について

阪神淡路大震災は、1995年１月17日に発生した。マグニチュード７.３の

大都市直下型地震であった。住宅被害は全壊が67421棟と甚大であった。震

災当日の死者の90％は圧迫死や窒息死であり、住宅崩壊の下敷きになった

のが原因となっている。建造物被害が大きくライフラインへの被害にもつ

ながった。震災から６日目には1135の施設に31万6679人が避難所へ避難し

てきた。学校などの公共施設を避難所として指定していたようだが、予想

を超える避難者が出たことにより、指定外の公園や民間の建物に人が多く

集まった。しかし、当時は救援物資や食事が配給されなかったケースもあ

り、避難所では自治組織が生まれ、運営のルールが決められていった。こ

のような多くの人が共同生活するスペースとなった避難所では、障がい者

や高齢者、子ども、妊婦と健全者など様々な人が自分の求める環境で生活

をすることは困難であった。ある神戸市の小学校では、体育館や運動場に

多くの避難者が押し寄せたため、十分な睡眠をとるための空間を確保する

ことができず、避難者のストレスにつながった。そのため、避難者の中に

は倒壊しかけた自宅へ戻る者もいたという。避難所では外部から多くのボ

ランティアたちや、内部からも自発的に避難所運営に貢献しようとする人々

が現れた。この避難所でのボランティアの活動について、以下のような事

例が挙げられている。

92 震災ボランティアに関する研究 93

被災者の心のケアを目的に高校の教師を中心とするボランティアスタッ

フによって「よろず相談所」が開設された。「よろず相談所」は、被災者

の相談所であるとともに信頼関係を築く活動を行った。その１つの活動と

して「よろず新聞」を発行し地震や行政について情報提供を行い、避難者

とボランティアが会話をできる機会を提供した。避難所の運営は、施設ス

タッフやボランティアが行ったため、おおむね避難者のニーズを反映しや

すくなった。このようなボランティアが運営の中心となり被災者と寄り添

い続けることによって被災者のニーズを受け入れるきっかけができ、ニー

ズに合う活動をすることに繋がった５）。

また、避難所の運営において最も困難だったのが物資の配布であり、様々

なトラブルが起こっていたことも伝えられている。あらかじめ１人５個ま

でということを伝えていたにもかかわらず、並べる段階になって倉庫から

物資をおろした瞬間に人が押し寄せて来て、収拾がつかなくなってしまっ

たこともあった。また、段ボール１箱分ぐらい持っていってしまった人が

いて、後から来たお年寄りには何も当たらないという惨憺たる結果を招い

てしまったこともあった。ボランティアは悩んだ末に点数制の配給を考え

出していた。あるボランティアスタッフは以下のように語っていると伝え

ている。被災者への物資の種類が異なったことから、不満がでた。そこで、

被災者の全員に必要な支援物資が行き渡らせるために、ショッビング感覚

カタログで出してしまえということになった。他の避難所はおそらくどの

ような支援物資であっても受け入れていたのであろうが、その避難所は物

資の数がそろわないと出せなかったようだ。物資配布の難しさを点数制の

配給を考え出すことによって乗り切るなど、ボランティアは工夫をこらし

て「公平な」物資配布にあたった４）。このようにボランティアが被災者の

公平性を保つために物資配布の際にルールを決めるなどの工夫も行われて

いた。
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３．２．東日本大震災について

東日本大震災は、2011年３月11日に発生した、マグニチュード９.０の巨

大地震である。死者は、15829人、行方不明者は3725人であった。この地震

は太平洋プレートと北アメリカプレートの境界で起こった海溝型地震であ

る。震源域が岩手県沖から茨城県沖までのおよそ南北500㎞、東西200㎞と

いう広い範囲に及ぼされたものであった。この震災の特徴として大津波が

発生したことがあげられる。漁船や港湾施設、住宅地などを巻き込み甚大

な被害が及ぼされたため被害が増加した。福島県豊岡町では、21ｍの津波

が押し寄せている。

また、最も大きい津波が押し寄せていた福島県では、福島原子力発電所

による被害も懸念された。文部科学省では、次のような報告がされている。

「東電福島第一原発事故により、大量の事故由来放射性物質の放出に伴う

周辺住民への避難指示、食品の出荷・摂取制限等が出された。また、日本

各地で風評被害等も引き起こされた。このほか、東京電力管内の電力不足

に伴う計画停電、電力使用制限等も行われた。」このように、東日本大震

災では、地震、大津波、東電福島原発事故という、複数の災害がほぼ同時

に発生したため、被害が膨大になり、被災時にいくつもの課題を抱えるこ

ととなった。この地震の災害ボランティアの活動の課題として、渥美は

「初動時に、いかにして、災害ボランティアの“標準形”に囚われずに、

災害ボランティアの本来の支援力を発揮することができるかということで

ある。」５）と述べている。その活動の事例として、足湯の災害ボランティア

が行われた。足湯は、避難所で足を楽にさせるだけはなく、会話をかわす

機会を作ることにもできる。そのため、支援者は空間的、心理的に被災者

の傍にいることができる。傍にいることによって被災者への安心感を与え

ることに繋がる。

また、諏訪（2011）（２）は、高校生の支援活動が被災者のニーズに応え、

それだけではなく、被災者の心理的ケアへも作用した例として、ボラン
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ティア活動中の被災者とのコミュニケーションを例に挙げる。小学校に溜

まった泥を排除する活動の中で、高校生たちは自発的に効率の良い方法を

考え、実践した、また、休憩時間や食事時には、共に活動する被災者とコ

ミュニケーションをとり、震災時の行動や活動の様子に聞き入っていたそ

うだ。そして、最終日にはボランティア学生と被災者の間に親和的関係性

が生まれ、被災者から感謝の言葉や惜別の声が聴かれたそうである。学生

の活動は被災者の役に立ったと共に、被災者の心の支えになっていたので

はないか。

３．３．熊本地震について

熊本地震は震度７の地震が２度発生した。前震は、2016年４月14日に発

生し、マグニチュード６.５の大地震であった。本震は、2016年４月16日に

発生したマグニチュード７.３の大地震であった。消防庁によると、熊本地

震の死者は228人であった。同じ地域で短時間に震度７の大地震が２度起

こったのは観測史上初めてのことであった。また、この地震では震度１以

上の地震が4131回、震度５弱以上の地震が24回観測されている。九州地方

の全体的に地震は起こっているが、熊本県が集中的に被害を受けている。直

下型地震の中でも長期間にわたり多くの地震が発生し続けたのはこの地震

の特徴である。連続的に地震が発生したため、多くの住宅やビルが崩壊し

たと同時に、土砂崩れや道路の崩壊などに影響を及ぼした。中日新聞の朝

刊では、道路が崩壊したことによって、支援物資が行き渡っていなかった

状況や余震で避難所自体が使用することができなくなった状況も伝えられ

ている。避難所を使うことができなかった被災者は、車で避難生活を送っ

ており、駐車場も不足の状態であった。

熊本県社会福祉協議会では、震災直後の生活復旧支援として、多くのボ
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ランティアが活動をしていたことが伝えられている。支援物資の仕分けや

避難所での炊き出しや運営等の支援活動から、被災者宅での家屋内外の後

片付け等々において、被災した方々助けられていた。しかし大勢のボラン

ティアによる生活復旧支援活動は次第に減少傾向にあり、ボランティア活

動も生活復興支援の活動が求められていると伝えられている。

熊本地震では、災害時活動していたボランティア団体の１つとして、熊

本YMCAがある。この団体は、熊本地震で県内最大規模の避難所を運営し

ていた団体である。この避難所では、全国から送られてくる救援物資の対

処にも苦しんでいた。被災者と関わる活動ではなく、対応や物資の管理を

行わなくてはならなかったため、被災者を第一とした活動をするのは難し

い状況であった。また、避難所の開設後、避難者を確認するために、消灯

一時間前に一人ひとりと話をする活動を行っていた。顔や名前、住居地区

を把握するためであった。しかし、この活動を行うことによって、お互い

の顔と名前を把握することができ人間関係を築くことができた。避難所で

は、市民の協力もあった。地元の飲食店が６月から３食、食事の提供を始

め、温かい食事を避難所に提供していた。避難者は作りたてのご飯を食べ、

顔を和らげていたようだ。被災者同士が支え合いからボランティアが行わ

れていた。しかし、この被災をきっかけに避難所にくるボランティアの中

には、安全を脅かすボランティアや、中には営業目的や売名行為でボラン

ティアと称して活動する団体や、避難者を狙った犯罪や詐欺を目的でくる

危険な人物もいた。避難者は安心できる環境を失ったことから、ボランティ

アスタッフは避難者のストレスを受け入れながら活動を続けていた。ボラ

ンティアスタッフもストレスを感じるようなできごとであった。

４．被災者の求めるボランティアとは
近年、政府の地震調査委員会では東海地震が30年以内に発生する可能性

が70％以上だと言われている。東海地震は、駿河湾から静岡県内陸を震源

96 震災ボランティアに関する研究 97

域とするマグニチュード８クラスの巨大地震で、その切迫性が指摘されて

いる。このような大地震の被災地の被害に備えるためにも、これまでの地

震を教訓とするべきである。

本研究を通して、被災者のニーズにあった支援活動は生活環境を整える

活動ではないかと感じられた。被災の現状を少しでも改善し生活環境を日

常通りとは言わないまでも、整えることであると考える。そして、被災者

の求めるボランティアの活動は、大きく２つの種類に分けられると考える。

一つは、心のケアである。熊本地震では、学生がボランティア活動とし

て避難所の手伝いや清掃、足湯が行われた。この時、被災者は学生に心を

開き、様々な人が交流することができたという。ある被災者は、「被災し

たことで人とのつながりの大切さを知れた。ありがとう。」と言って涙を

浮かべながら学生と話す方もいたと報告がある。６）そこでは特別な活動で

はなく、傍に寄り添う支援の大切さが示唆されるのである。学生によって

被災者と関わる活動が行われたように、被災者の心のケアをするためには、

被災者と関わる上でどのようなコミュニケーションの取り方が良いのかを

考え災害ボランティアに活かしていくことが必要である。もう一つは、生

活面である。被災者の生活する環境をよりよくすることである。避難所や

その後の仮説住宅、家では、日常生活に戻れるように環境を整える活動な

どがある。これまで災害時には、物資が被災者に十分に行き渡らない現状

や避難所が避難所として使用することができなかった等の事例が挙げられ

ている。このような生活面が欠如している場合、被災者の精神的なストレ

スに繋がりかねない。また、阪神淡路大震災直後から時期別に支援活動の

内容が報告されている。震災直後である復興初期は、水汲みや食料配布の

手伝いという生活援助の活動が最も多く、次に救援物資の仕分けがされて

いた。約３カ月後の復興期には、支援物資の仕分けや避難所内や被災地の

片付け、荷物運びが活動の中心となっている。７）生活面の支援方法は復興

状況によって異なっている。そのため、過去に被災者の生活の事例を取り
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上げ、被災時にどのようなボランティアが必要なのかを調査し、災害の種

類別のボランティア活動を調査する必要がある。

今後の研究として、現地を訪れ、再度、被災時の被災者の現状調査を行

い、ボランティア活動について研究をしていきたい。本研究ではインター

ネットや書籍の情報を基に調査を行った。情報では得られない現場のでき

ごと等、実際に現地の被災者に調査し、さらに研究を深めていく。
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